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２２４自由投稿

行動科学的研究の未成熟がある。この領域での研究の歴史が浅いことからいえば
これはやむをえないことで，研究の蓄積に今後努めるほかない。それよりも問題
は，調査の際の事前の方法論的検討の不十分さにある。例えばく学習＞の定義の
明確さ，学習内容の適切な分類，学習意欲の強度を把握する方法など，検討すべ
きことは多いが，こうした点について十分な吟味がなされた調査は，ほとんど見
あたらない。
NHK放送文化調査研究所では，「学習社会における放送の役割に関する研究」

の一環として，1982年から２回にわたって成人の学習ニーズをさく．る「学習関心
（１）

調査」を実施している。その企画にあたっては，以上のような反省に立って方法
論上の検討を加え，より高い精度で学習ニーズを把握する方法の開発を試みた。
その工夫のひとつは，あることについて学びたいという意識を，行動化の可能性
にちがいがある二つのレベルに分けてとらえようとするものである。その基底に
ある概念モデルを筆者はく学習関心の階層モデル＞（あるいは，氷山モデル）と呼
んでいるが，この考え方は実際の調査を通じてかなりの妥当性をもつことが明ら
かとなっている。
そこで本稿ではこのモデルの概略を紹介し，あわせてそれが実際にどの程度の

妥当性をもちうるものか，追跡調査による検証結果を提出してみたい。

1．学習要求調杏の問題点

「学習関心調査」を設計するにあたっては，先行関連調査のリヴューを行い，
方法論上の問題点を洗い直すことからとりかかった。その結果については詳しく

（２）
論じたことがあるので，ここでは要点を指摘するにとどめたい。
いわゆる学習要求調査の目的はいろいろあるにしても,その中心部分は住民(国

民）の学習ニーズの把握にあるといってよい。ところで一般にニーズには，人が
主観的に必要を感じている"要求･欲求としてのニーズ(feltneed,expressedneed)"
と，なんらかの規範の下に第三者によって必要と判断された“必要としてのニー

（３）
ズ(unfeltneed,normativeneed)"がある。学習要求調査がとらえようとしてい
るのは，直接的には“要求・欲求としてのニーズ”であるけれども，それを通じ
て背後にある“必要としてのニーズ”にできるだけ接近しようとする姿勢は，と
りわけ行政の調査においては，必要なことであろう。それは調査主体自らの姿勢

（４）
の問題であり，調査技術以前の問題である。この点をまず確認しておきたい。
調査方法上の問題は数えあげればきりがないが，大きく分ければ，１)調査の全

体的な枠組みのデザインの段階,２)具体的な調査手法のデザインの段階,３)集計。
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学習関心の階層モデル２３３
B:顕在的関心レベル
C:潜在的関心レベル
X :無関心レベル

のいずれかの反応が第１回調査，追跡調査の双方において記録されている。ここ
で両調査間の変化を表３のようなパタンに分類して集計し，その出現比率を比較
するわけである。

表３学習関心の行動比率

＜表の見方＞第１回調査でA(行動)レベルにあったのべ169カテゴリー
（セル)のうち，８３カテゴリーが依然Ａレベルにあった。したがってその比
率は８３／169＝0.491｡B→A(顕在的関心レベルから行動に転化したもの）
はのべ238カテゴリー中24カテゴリーで，その比率(行動比率)は0.101。
同様にしてＣ→A,X→Ａの行動化率はそれぞれ0.010,0.001となる。

では結果はどうか。表３でみるように，第１回調査で無関心レベルにあったも
ののうち追跡調査時点までに行動化したもの(X→A)は僅か0.1%,潜在レベル
から行動化したもの(C→A)が1.0%であったのに対し，顕在レベルから行動化
したもの(B→A)は10.1%に達する。つまり３年というスパンでいえば，潜在
レベルは無関心レベルの，顕在レベルは潜在レベルのそれぞれ10倍の確率で行動
化することが予想されるわけである。しかも，無関心レベルよりも潜在レベルの
方が，潜在レベルよりも顕在レベルの方が，行動化の時期が早い（表５参照)。
以上のことは，〈学習関心の階層モデル>とそれに基づいた前述の手続きの方法

論的妥当性を，裏付けるものといってよいであろう。
いま学習内容を抜きにして考えれば，それぞれのレベルの学習関心をもつ人の

数に各レベルの行動化率を乗じ，全レベノレについて積算すれば，今後３年間に新
しく学習行動を起こす人の数を推定することが,理論的には可能である。しかし，
行動化率は学習の内容によって必ずしも同じて､はない。
表４をみると，学習の領域によって行動化率に若干のちがいがあることがわか

1982甲b) 1985年

A : 行動レベルののべ力テゴリー数 169 262

B : 顕在的関心レベルののべカテゴリー数 238 204

C : 潜在的関心レベルののべカテゴリー数 6.112

X : 関心なしののべカテゴリー数 91.425

のベカテコゞリー数合計 97.944 97,944

変化のパタン

57年６０年

のベカテゴ

リー数(a)

行動化率

( a / b )
A - > A 8３ ､４９１

B - > A 2４ .１０1

Ｃ - ヶ Ａ 60 ､０１０

X - > A 9５ .００１
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〃６自由投稿
表５行動化３パタンの特性

(タテ％）

Ｂ
↓
Ａ

Ｃ
↓
Ａ

Ｘ
↓
Ａ

性 男
女

41.7％
58.3

31.7％
68.3

33.7％
66.3

年

令

代
代
代
代
代7０

男２０
３０
４０
５０
６０

ｔ

ｆ

６

吃

ｔ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ7０

女２０
３０
４０
５０
６０

12.5
8.3
16.7
４．２

一

8.3
20.8
8.3
16.7
４．２

５．０
6.7
10.0
６．７
３．４

11.7
28.3
16.7
８．３
３．３

１．１
9.5
13.7
４．２
５．３

3.2
18.9
18.9
20.0
５．３

職
業

職
婦
職

有
主
無

54.2
４１．７
４．２

43.3
43.3
13.3

48.4
37.9
13.7

（ＭＡ）

学
習
時
期

月

月

月

３

３

３

年
年
年

８

９

０

５

５

６

一
一
一

月
月
月

４

４

４

年
年
年

７

８

９

５

５

５

60年４月～現在

33.3
45.8
20.8
29.2

28.3
30.0
36.7
23.3

20.0
29.5
32.6
25.3

学
習
方
法
（
Ｍ
Ａ
）

誌
聞
ビ
オ
ド
材
育

雑

レ
ジ

ーレ コプー

教
教

オ一 宇

フー

会 通 信
プ・サークル
教 授 ・ 塾

ーﾉレ

人
講 座

- セ ン タ ーヤ

級
チﾉレ

組合の教室業
門 学 校
学 。 短 大
人 ・ 家 族

の 他

本
新
テ
ラ
テ
ビ
社
グ
個
学
カ
企
專
大
友
そ

29.7

1２．５
４．２
一一一
29.2
８．３
４．２

３

２

８
４

-

29.2
-

33.3
６．７
１３．３
１．７
３．３
一一
23.3
13.3
５．０
８．３
３．３
１．７

-

15.0
１．７

30.5
３．２
１２．６
２．１
４．２
１.１
3.2
16.8
10.5
12.6
８．４
７．４
３．２
２．１
７．４
１．１
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ａ詔自由投稿

少ない事例のひとつである。文部省大臣官房「定住圏における生涯教育システ
ム開発に関する調査報告書」1980年３月。
(7)Johnstone,JohnW.C.,andRivera,R.J.Vひ/""伽応/b"Leαγ""g,Aldine
PublishingCompany,1965.
(8)Tough,AllenM.T"eA伽〃sLeα〃j咽乃ｎ〃た,TheOntariolnstitutefor
StudiesinEducation,1971,1979.なお，ダフの理論については,[注](2)の
２)を参照。
(9)NHK文研･番組研究部「社会人の学習意欲一その一段面一」『NHK文
研月報』1982年８月号。
辻功・古野有隣（編）『日本人の学習』1973年，第一法規。

(10)北海道立教育研究所｢学習要求把握の原理と方法」『研究紀要』第75号,1975
年３月。
(11)2回の調査とも調査員に対しては，調査のねらい,<学習>の定義と回答の処
理方法など調査手続きを詳説した「調査手引書」をもとに，約半日をかけて入
念なインストラクションを行った。

(付記）本稿は第６回日本生涯教育学会大会で発表した内容に加筆したものであ
る。


